生命 保険 協会 「SDGs シ ン ポ ジウ ム 」 
一 持続 可能 な 社会 の 実現 に 向け た 生命 保険 業界 の 役割 一 

に お ける 挨拶 

(2022 年 3 月 4 日 ) 
金融 庁 長 官 中 島 淳一 

1. は じ め に 

〇 金融 庁 の 中 島 で す 。 生命 保険 協会 「SDG s シン ポジ ウム 」 の 開催 

に 当たり 、 一 言 ご 挨拶 を 申し 上 げ ま す 。 


2. 健康 増進 へ の 取組 み に つ いて 

〇 まず 、 こ の シン ポジ ウム 第 一 部 の テー マ 「 人 生 100 年 時 代 に お 
ける 健康 寿命 の 延伸 」 に つい て は 、 新 型 コ ロナ 感染 症 の 影響 が 長期 
化し 国民 の 健康 へ の 意識 が 高まる 中 、 生 命 保険 各社 に お いて も 、 健 
康 の 維持 ・ 増 進 (ヘル スケ ア ) に 関連 し た 商品 ・ サ ービス へ の 取組 
み が 進 め ら れ て いる と 承知 し て いま す 。 

〇 本 日 、 有 識者 の 講演 と ディ スカ ッ シ ョ ン が 実施 され ます が 、 最 新 
の 知見 を も と に 活発 な 議論 が 交わ され 、 顧 客 ニ ー ズ の 変化 に 対応 
し た 商品 ・ サ ービス の 提供 に つなが る こと を 期待 し て いま す 。 


3. サス テ ナ ブ ルフ ァ イ ナ ンス に つい て 

3 一 1 国際 的 な 動向 に つい て 

〇 続い て 、 第 2 部 の テー マ で ある サス テ ナ ブ ルフ ァ イ ナ ンス に つ 
いて 申し 上 げ ま す 。 

〇 まず 、 脱 炭素 社会 の 実現 な ど 、 世界 が 新た な 社会 ・ 経 済 構造 へ の 
転換 に 能 を 切る 中 で 、 サ ステ ナブ ルフ ァ イ ナ ンス の 国際 的 な 議 諭 
も 大 きく 進展 し て いま す 。 

〇 昨年 の COP26 の 開催 期間 中 に は 、IFRS 財団 が サス テ ナ ビ リティ 
開示 の 基準 を 策定 する 国際 サス テ ナ ビ リティ 基準 審議 会 (ISSB) を 
設置 する こと を 公表 し まし た 。 


〇 また 、2050 年 ネッ ト ゼ ロ に コミ ッ ト す る 民間 金融 機関 に よる 「 ネ 
ッ ト ゼ ロ の た め の グ ラス ゴー 金融 連合 」( い わ ゆ る GFANZ) が 進捗 
報告 書 を 公表 し 、 企 業 や 金融 機関 の トラ ンジ ショ ン 計 画 の 策定 を 
含む 今後 の 活動 方 針 を 発表 し まし た 。 

GFANZ の プリ ン シ パ ル ・ グ ルー プ に は 日 本 か ら 第 一 生命 が 、 傘下 
の ネッ ト ゼ ロ ・ ア ッ セ ッ ト オ ー ナ ー 連 合 (NZAOA) に は 、 日 本 の 生 
命 保険 会 社 が 参加 され て いる と 承知 し て いま す 。 

COP26 を 終え 、 今後 、 サ ステ ナブ ルフ ァ イ ナ ンス の 実務 的 な 検討 
が 加速 し て いく 中 で 、 皆 様 に は 国際 的 な 意見 発信 に お いて 一 層 の 
役割 を 果たし て いく こと を 期待 し て いま す 。 


3 一 2 金融 店 に お ける カー ボン ニュ ー ト ラル へ の 取組 み 

〇 次 に カー ボン ニュ ー ト ラル に 向け た 人 金融 庁 の 取組 に つい て 申し 
出 深 まま 。 

今後 、 脱 炭素 社会 の 実現 に あたっ て は 、 そ れ に 貢献 する 日 本 企業 の 技 
術 力 だ け で な く 、 一 足 飛 び の 脱 炭 素 化 が 難し い 産 業 の トラ ンジ シ 
ョ ン (移行 ) を 含め て 、 企業 の 取組 み が 適 切 に 評価 され る 環境 を 整 
備 し 、 国 内 外 か ら の 成長 資金 を 呼び 込む こと が 必要 で す 。 

〇 現在 、 金 融 庁 で は 、 昨 年 6 月 に 公表 し た 有識者 会 議 報 告 書 の 提言 
に 沿っ て 、 3 つの 分 野 で 取組 み を 進め て いま す 。 


〇 1 つ 目 の 分 野 、「 企 業 情報 開示 の 充実 」 に つい て は 、 

コー ポレ ー ト ガバ ナン ス ・ コ ー ド の 改訂 を 踏ま え 、 東証 プラ イム 
市 場 の 上 場 企業 に 対し 、TCFD な ど に 基づく 気候 変動 開示 の 質 と 量 
の 充実 を 促し て いき ます 。 

また 、 現在 、 金融 審議 会 に お いて 、 気候 変動 や 、 人 的 資本 投資 を 
進め る た め の 非 財務 情報 開示 の 充実 と いっ た 、 企 業 の サス テ ナ ビ 
リティ 開示 の あり 方 を 検討 し て いま す 。 


〇 次 に 2 つ 目 と し て 、「 市 場 機能 の 発揮 」 に 関す る 取組 み に つ いて 
申し 上 げ ま す 。 

グリ ー ン ボン ド な どの ESG 関連 債 に 関す る 情報 プラ ッ ト フ ォ ー 
ム に つい て は 、 日 本 取引 所 グル ー プ (JPX) の 実務 検討 会 に お いて 、 
1 月 31 日 に 中 間 報 告 書 が 公表 され まし た 。 

JPX に お いて は 、 ま ず 公 募 E SG 債 を 対象 に 、 債券 情報 、 発 行 企 
業 の ESG 戦 略 、 外 部 評価 と いっ た 情報 を 集約 する 「 プ ラッ ト フ ォ 
ー ム 」 を 、 本 年 半ば を 目途 に 立ち 上 げ る 予定 で す 。 

また 、 ESG 評価 ・ デ ー タ 提供 機関 に つい て は 、 本 年 2 月 、 金融 庁 
に 専門 分 科 会 を 立 上 げ 、 評 価 手法 の 透明 性 や 評価 の 独立 性 な ど 、 
ESG 評価 ・ デ ー タ 提供 機関 に 期待 され る 行動 規範 の 策定 を 進め る と 
と も に 、 こ の 分 野 で 企業 と 投資 家 が 果たす べき 役割 に つい て 議論 
し て いく 予定 で す 。 


〇 3 つ 目 、「 金 融 機関 の 機能 発揮 」 に つい て は 、 
世界 で 脱 炭 素 化 の 動き が 加速 する 中 で 、 金 融 機関 に お いて 企業 
の 気候 変動 対応 や 新た な 機会 の 創出 な ど 投 融資 先 支援 を 進め て い 
く こ と が 重要 で す 。 
金融 庁 で は 、 大 手 金 融 機関 を 対象 に シナ リオ 分 析 の パイ ロッ ト ・ 
エク ササ イズ を 実施 し 、 こ れ に よる 知見 も 踏ま えて 、 投 融資 先 支援 
や 気候 変動 リス ク の 管理 に 関す る 監督 上 の ガイ ダン ス の 策定 を 進 
め て いま す 。 
生命 保険 会 社 に お か れ て は 、 
ー 機関 投資 家 と し て 、 投 融資 先 企業 に よる 気候 変動 対応 の 取組 み 
を 支援 ・ 促 進 す る こと に より 、 中 長期 的 な 視点 で 、 投資 先 企業 の 持 
続 可 能 な 経営 に 資す る こと を 期待 し て お り ま す 。 


4. 結び 
〇 最後 に 、 金融 庁 と し て は 、 これら の 取組 み に よ り 、 市 場 の 健全 な 
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只 





機能 発揮 を 通じ て 、 持 続 可 能 な 社会 と 成長 を 支え て いく た め の 枠 
組み づく り を 、 今 後 と も 推進 し て いき た いと 思っ て いま す 。 

〇 本 日 ご 出席 の 皆様 が 、 今 後 も 、 持 続 可能 な 社会 の 形成 に 大 きく 真 
献 し て いく こと を 期待 いた し まし て 、 私 か ら の 挨拶 と させ て いた 
だ きま す 。 


あり が と う ご ざ いま し た 。 


( 以 上 ) 


